
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 2. 教育センター管理運営事業

1. 教育総務費

4. 教育センター費 教育センター

（佐倉市）　　

-

令和 3年度 -

経常 単独 通常 0 0 877
令和 4年度 -

令和 5年度 -

令和 6年度 -

令和 7年度 -

0

882 882

・佐倉市学習状況調査の結果をはじめ、各種調査や研究 ・市内小中学校教職員及び市民の方に有効な教育情報を ・教育センターから様々な手段で発信した教育情報が、

の結果を報告書や教育センターだより、ホームページ、教育センター報 提供し、授業改善や家庭教育に役立つようにします。 教職員や市民に有効活用され、学校での児童生徒への教育の質が高まっ

告会を通じて教職員や市民に情報提供します。 ・教職員の教育相談に関する力量を高めます。 たり家庭教育の充実が図れたりします。

・教育センターの予算や施設を適切に管理します。 　

・文部科学省や千葉県からの各種報告書や調査結 ・旅費について、庁用車を活用する等により、削

果を学校教育活動に有効活用していけるよう、さらに教育センター事業 減に努めることとします。事務用消耗品等について精査しました。

の周知・充実を図る必要があります。

08 170 180 △10

10 408 417 △9

11 300 300 0

18 4 7 △3

差引一般財源 0 882 0 882


